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　「
保
内
大
学
」
と
は

　

八
幡
浜
市
保
内
町
は
、
江
戸
末
期
か
ら
昭
和

初
期
に
か
け
て
、
海
運
業
や
鉱
山
・
金
融
業
・

蚕
種
業
・
紡
績
業
・
木
蝋
業
な
ど
多
様
な
近
代

産
業
で
栄
え
た
。
明
治
11
年
に
は
、
伊
予
銀
行

の
前
身
第
二
十
九
国
立
銀
行
が
県
内
で
初
め
て

で
き
、
四
国
で
初
め
て
電
灯
が
灯
っ
た
と
言
わ

れ
る
な
ど
町
は
活
況
を
呈
し
て
い
た
。
当
時
の

繁
栄
を
物
語
る
レ
ト
ロ
な
建
物
が
、
た
く
さ
ん

町
に
は
残
っ
て
い
る
。

　

保
内
大
学
の
前
身「
保
内
ま
ち
な
み
倶
楽
部
」

は
、
保
内
町
に
多
く
残
る
近
代
化
遺
産
を
残
し

伝
え
て
い
く
運
動
を
展
開
し
た
。
倶
楽
部
の
活

動
も
あ
り
、
平
成
６
年
、
旧
保
内
町
は
旧
白
石

和
太
郎
洋
館
を
購
入
保
存
し
た
。
行
政
が
町
並

み
に
少
し
ず
つ
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
、

大
き
な
一
歩
で
あ
る
。
ま
た
、
宮
内
川
河
口
に

架
か
る
「
美
名
瀬
橋
」
は
、
平
成
10
年
老
朽
化

に
よ
る
架
け
替
え
工
事
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、

倶
楽
部
・
行
政
・
業
者
の
３
者
が
一
体
と
な
り
、

保
存
修
復
工
事
を
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
行
政

が
民
間
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
、
修
復
工
事
を

行
う
事
は
全
国
で
も
余
り
例
が
な
い
よ
う
だ
。

　

そ
の
倶
楽
部
の
忘
年
会
の
席
で
、
後
に
学
長

と
な
る
白
石
久
晴
よ
り
、「
教
養
の
な
い
者
は
、

景
色
が
見
え
な
い
。」
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
の
格

言
が
紹
介
さ
れ
た
。
こ
の
言
葉
に
誤
解
が
あ
っ

て
も
い
け
な
い
が
、
い
つ
も
身
近
に
あ
る
景
色

で
も
、
き
ち
ん
と
観
る
目
が
な
い
と
美
し
い
景

色
と
は
と
ら
え
ら
れ
な
い
と
い
う
真
理
に
、
一

同
深
く
感
動
し
た
。
何
と
か
自
分
達
で
学
び
、

人
も
育
っ
て
い
く
為
に
は
学
校
が
必
要
だ
と
の

思
い
を
強
く
し
、
平
成
８
年
４
月
「
保
内
大
学
」

の
開
講
に
至
っ
た
。

　

大
学
は
、「
保
内
大
学
」
学
生
の
月
額
千
円

の
受
講
料
で
運
営
し
、
手
作
り
で
活
動
し
て
い

る
。

　

開
講
後
、
江
戸
川
乱
歩
賞
受
賞
作
家
井
沢
元

彦
氏
を
講
師
に
招
き
、
講
演
会
を
開
催
。
白
石
学

長
が
、
井
沢
氏
の
『
逆
説
の
日
本
史
』
を
読
み
、

い
た
く
感
動
し
招
聘
を
企
画
。
伝
も
な
く
、
出
版

社
に
直
接
手
紙
を
書
き
、
先
生
に
講
師
依
頼
の

打
診
を
し
た
が
、
な
か
な
か
連
絡
が
と
れ
ず
あ

き
ら
め
か
け
た
半
年
後
、
や
っ
と
承
諾
の
返
事

を
頂
い
た
。
企
画
か
ら
１
年
後
、
１
２
０
名
の
聴

衆
を
迎
え
た
時
の
感
動
は
言
葉
に
な
ら
な
い
。

　

現
在
、
学
生
20
名
、
町
並
み
を
核
と
し
、
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
参
加
協
力
し
て

い
る
。
地
域
の
夜
市
に
は
、
町
並
み
の
中
に
あ

る
明
治
31
年
創
業
の
酒
屋
の
蔵
を
お
借
り
し
、

酒
蔵
喫
茶
と
し
て
オ
ー
プ
ン
。
日
本
酒
を
使
っ

た
カ
ク
テ
ル
、
甘
酒
な
ど
、
蔵
な
ら
で
は
の
メ

ニ
ュ
ー
で
、
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
頂
い
て
い

る
。
ま
た
「
地
域
学
」
と
し
て
、
地
元
の
物
知
り

の
お
年
寄
り
を
招
き
、
繁
栄
当
時
の
話
を
伺
い

記
録
を
し
て
い
る
。

町
並
み
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

～
あ
た
り
ま
え
の
中
に
あ
る
、
か
け
が
え
の
な
い
も
の
を
探
し
て
～

保内大学事務局

安藤　加代子
（八幡浜市保内町）修復された旧白石和太郎洋館での報告会



7 2008.7

　「
保
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
」
と

　「
ほ
な
い
女
性
塾
」

　

保
内
大
学
が
活
動
す
る
中
、
来
訪
者
の
方
に

地
域
の
歴
史
や
文
化
を
紹
介
す
る
為
、「
保
内

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
」
が
発
足
し
、
今

年
で
５
年
を
迎
え
た
。
現
在
、
会
員
数
は
21
名
、

19
年
度
は
県
内
外
か
ら
合
わ
せ
て
32

回
、
７
８
２
名
の
お
客
様
を
迎
え
て

い
る
。

　

15
年
５
月
、
県
内
初
の
木
の
遊
歩

道
、
全
長
３
５
０
メ
ー
ト
ル
の
「
も
っ

き
ん
ろ
ー
ど
」
が
完
成
し
た
。
こ
れ

は
、
平
成
９
年
、
商
工
会
が
行
っ
た

活
性
化
事
業
に
保
内
大
学
も
参
加
し

提
言
書
を
作
成
、
そ
れ
を
受
け
て
造

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
美
名
瀬
橋
か

ら
、
遊
歩
道
に
入
り
、
旧
東
洋
紡
績

赤
れ
ん
が
倉
庫
を
通
り
、
対
岸
の
青

石
護
岸
を
眺
め
る
景
色
が
、
一
番
喜

ば
れ
る
ガ
イ
ド
コ
ー
ス
で
あ
る
。

　
「
ほ
な
い
女
性
塾
」
は
、
平
成
７
年
、

行
政
の
声
か
け
に
よ
り
結
成
、
女
性

の
視
点
で
市
を
見
つ
め
、
で
き
る
こ

と
を
探
し
て
い
こ
う
と
自
分
達
で
活

動
し
て
い
る
。「
旧
白
石
和
太
郎
洋

館
」
を
定
例
会
の
場
所
と
し
、
現
在

は
毎
月
第
２
日
曜
日
の
他
、
地
方
祭

や
、
さ
く
ら
祭
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
等

に
「
喫
茶
和
太
郎
」
を
開
店
し
て
い
る
。

　
愛
媛
大
会
に
向
け
て

　

11
月
の
愛
媛
大
会
で
は
、「
保
内
大
学
」、「
保

内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
」、「
ほ
な
い
女

性
塾
」と
連
携
し
な
が
ら
分
科
会
を
運
営
す
る
。

海
運
で
栄
え
た
保
内
町
の
歴
史
を
伝
え
る
船
上

ほない女性塾による「喫茶和太郎」

第26回地域づくり団体全国研修交流会 愛媛大会

セ
ミ
ナ
ー
や
、
歴
史
的
景
観
に
触
れ
る
事
で
、

先
人
達
の
熱
い
想
い
を
感
じ
て
頂
き
た
い
。
全

国
の
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
々
と
、

町
の
中
に
あ
る
あ
た
り
ま
え
の
風
景
を
ど
う
町

づ
く
り
に
拡
げ
て
い
く
の
か
、
ど
う
町
の
活
性

化
に
繋
げ
て
い
け
ば
い
い
の
か
を
語
り
合
い
、

実
り
あ
る
二
日
間
と
し
た
い
。


